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令和７年第１回枝幸町議会定例会会議録 

 

○議事日程（第２号） 

令和７年３月７日（金曜日）   午前１０時００分開会 

第 １        会議録署名議員の指名 

第 ２ 議案第１３号 令和６年度枝幸町一般会計補正予算について 

第 ３ 議案第１４号 令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について 

第 ４ 議案第１５号 令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について 

第 ５ 議案第１６号 令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計補正予算について 

第 ６ 議案第１７号 令和６年度枝幸町水道事業会計補正予算について 

第 ７ 議案第１８号 令和６年度簡易水道事業会計補正予算について 

第 ８ 議案第１９号 令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算について 

第 ９ 議案第２０号 令和６年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算について 

第１０ 議案第２１号 令和７年度枝幸町一般会計予算について 

第１１ 議案第２２号 令和７年度枝幸町国民健康保険事業特別会計予算について 

第１２ 議案第２３号 令和７年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計予算について 

第１３ 議案第２４号 令和７年度枝幸町介護保険事業特別会計予算について 

第１４ 議案第２５号 令和７年度枝幸町港湾整備事業特別会計予算について 

第１５ 議案第２６号 令和７年度枝幸町水道事業会計予算について 

第１６ 議案第２７号 令和７年度枝幸町簡易水道事業会計予算について 

第１７ 議案第２８号 令和７年度枝幸町下水道事業会計予算について 

第１８ 議案第２９号 令和７年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算について 

第１９ 報告第 １号 寄附採納について 

第２０        議員派遣の件について 

第２１        閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 

 

 

 

○出席議員（１２名） 

   議 長 １２番 小 原   仁 君  副議長 １１番 秋 川 祥 雄 君 

        １番 岩 谷 隆 行 君       ２番 渡 辺 明 徳 君 

３番 清 水 顕 志 君       ４番 徳 保 喜 幸 君 

        ５番 野 口 洋 郎 君       ６番 小 林 正 浩 君 

 ７番 石 川   勝 君       ８番 遠 山   修 君 

１０番 村 上 守 義 君 

 

○欠席議員（なし） 

 

 

○本会議に出席した事務局職員 

 議 会 事 務 局 長 桔 梗 智 明 君   議 会 事 務 局 主 幹 岡 橋 明 美 君 
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○地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 町 長  村 上 守 継 君   副 町 長  今 井 靖 雄 君 

 教 育 長  小 川 俊 輝 君   代 表 監 査 委 員  柳 原 貞 夫 君 

 総 務 課 長  髙 瀨 雅 之 君   総 務 課 参 事  城 澤 篤 人 君 

 企 画 課 長  中 川 一 広 君   財 政 課 長  深 井   信 君 

 税 務 課 長  遠 藤 孝 幸 君   情 報 課 長  荒 関   健 君 

 町 民 課 長  阿 部 勝 義 君   町 民 課 参 事  岡 部 智富美 君 

 保 健 福 祉 課 長  有 賀 博 輝 君   保 健 福 祉 課 参 事  宇佐美 貴  広 君 

 保 健 福 祉 課 参 事  植 村 由 佳 君   農 林 課 課 長  髙 瀨 孝 弘 君 

水 産 商 工 課 長  黒 川 勇 人 君   観 光 課 長  佐 藤 貴 幸 君 

 観 光 課 参 事  堀 川   光 君   建 設 課 長  平 谷 昌 仁 君 

 水 道 課 長  桜 井 勝 浩 君   会 計 課 長  神 尾 恵美子 君 

 歌 登 支 所 長  安 藤   寛 君   学 校 教 育 課 長  三 浦 淳 史 君 

 社 会 教 育 課 長  米 津 功 司 君   社 会 教 育 課 参 事  高 畠 孝 宗 君 

国保病院事務局長  神 尾 尚 人 君   国保病院事務局参事  柳   辰 哉 君 
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（午前１０時００分） 

◎開会・開議宣言 

〇議長（小原 仁君） おはようございます。 

今、あの、枝幸歌登間のトンネル付近に、かなり鹿が出没しているようでございまして、

今、鹿の世の中、どんなのかわからないような感じでありますので、特に夜の車の運転に

はお気を付けいただきたいというふうに思います。 

それでは、昨日に引き続き令和７年第１回枝幸町議会定例会を開会いたします。 

これより会議を開きます。 

出欠の状況についてご報告を申し上げます。ただいまの出席議員は 11 名全員でござい

ます。定足数に達しますので、会議は成立をいたします。 

それでは、議事日程に従いまして会議を取り進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０１分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

〇議長（小原 仁君） 日程第 1 会議録署名議員の指名を行います。 

３番清水顕志議員、４番徳保喜幸議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 議案第１３号  

〇議長（小原 仁君） 日程第２、議案第 13 号 令和６年度枝幸町一般会計補正予算に

ついてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

〇財政課長（深井 信君） 議案書 19 ページでございます。 

議案第 13 号 令和６年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町一般会計補正予算第８号は、別紙に定めるところによる。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長 

別冊、令和６年度一般会計補正予算書第８号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 1,965 万 7,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 133 億 5,210 万 7,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

継続費の補正、第２条、継続費の変更は、第 2 表、継続費補正による。 

繰越明許費、第３条、地方自治法第 213 条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使

用することができる経費は、第３表、繰越明許費による。 

地方債の補正、第４条、地方債の変更及び廃止は、第４表、地方債補正による。 

５ページをお開き願います。 

第２表、継続費補正で変更が１件ございます。内容は、４款衛生費、２項清掃費で、事

業名は一般廃棄物最終処分場整備事業でございます。 

補正前の令和７年度年割額６億 6,770 万円を補正後６億 4,570 万円とするもので、これ

により、総額も補正前９億 3,500 万円が補正後９億 1,300 万円となります。契約額による

ものでございます。 
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続いて６ページ、第３表、繰越明許費は３件ございます。 

１件目は、６款農林水産業費、１項農業費、事業名が道営草地整備事業、担い手中核型、

金額 1,625 万円。 

２件目、６款農林水産業費、３項水産業費、事業名が荷捌き施設整備事業、金額 1,308

万 8,000 円。 

３件目は、８款土木費、４項都市計画費、事業名が下水道事業会計出資及び運営経費、

金額 2,490 万円でございます。 

続いて７ページ、第４表、地方債補正でございます。 

まず、変更が４件ございます。変更内容は全て限度額のみで、起債の方法、利率、償還

の方法については変更はございません。 

１件目は、公共事業等債で、補正前限度額 130 万円を補正後限度額 90 万円に減額。 

２件目は、緊急防災・減災事業で、補正前限度額４億 1,100 万円を補正後限度額４億 1,050

万円に減額。 

３件目は、辺地対策事業で、補正前限度額 8,080 万円を補正後限度額 6,660 万円に減額。 

４件目は、過疎対策事業で、補正前限度額 13 億 6,820 万円を補正後限度額 12 億 6,780

万円に減額するもので、これら４件の変更は、事業の精査などに伴うものでございます。 

次に、廃止が１件ございます。起債の目的は、臨時財政対策債で、限度額の 1,150 万円

を予算計上しておりましたが、一定の財源確保に目途がついたため借り入れを行わないこ

ととしたものでございます。 

今回の補正予算につきましては、歳入では、地方交付税の再算定による普通交付税の追

加交付や、各事務事業の精査による国・道支出金、町債などの調整を行っております。 

歳出では、各事務事業の精査による不用額等の精査を行うとともに、国において繰越措

置するなど３件の明許繰越事業、また、特別会計、企業会計に対する繰出金等について計

上しております。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。 

14 ページをお開きください。歳入でございます。 

11 款１項地方交付税は１億 13 万 5,000 円の増額で、普通交付税の追加交付によるもの

でございます。 

13 款分担金及び負担金は 239 万 7,000 円の減額。内訳は、１項分担金が１万 9,000 円の

増額。２項負担金が 241 万 6,000 円の減額で、農業費負担金でございます。 

14 款使用料及び手数料は 33 万 1,000 円の減額。内訳は、１項使用料が 31 万 9,000 円の

減額で、勤労青年独身者住宅使用料などの精査。２項手数料が１万 2,000 円の減額で、農

業手数料でございます。 

15 款国庫支出金は 1,011 万 1,000 円の増額。内訳は、１項国庫負担金が 675 万 2,000 円

の増額で、障害福祉費負担金などの精査。２項国庫補助金が 335 万 5,000 円の増額で、主

な内訳は、児童福祉費補助金などの増額、総務管理費補助金などの減額による精査。３項

委託金が 4,000 円の増額で、総務管理費委託金でございます。 

16 ページ、16 款道支出金は 155 万 9,000 円の減額。内訳は、１項道負担金が 337 万 5,000

円の増額で、障害福祉費負担金などの精査。２項道補助金が 497 万 3,000 円の減額で、主

な内容は、明許繰越事業に係る水産業費補助金の増額、商工費補助金などの減額による精

査。３項委託金が３万 9,000 円の増額で、農業費委託金でございます。 

17 款財産収入は 1,819 万円の増額。内訳は、１項財産運用収入が 58 万 4,000 円の減額。 
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２項財産売払収入が 1,877 万 4,000 円の増額で、不動産売払収入などでございます。 

18 ページ、18 款１項寄附金は１億 1,160 万円の増額で、指定寄附及び一般寄附。 

19 款１項繰入金は 9,528 万 2,000 円の減額で、主な内訳は、ふるさと未来応援基金繰入

金などの減額でございます。 

21 款諸収入、５項雑入は 619 万円の増額でございます。 

22 款１項町債は１億 2,700 万円の減額で、事業の確定並びに精査などによるものでござ

います。 

以上、20 ページ下段の歳入合計は、補正前の額 133 億 3,245 万円に対し、1,965 万 7,000

円を増額し、133 億 5,210 万 7,000 円とするものでございます。歳入は以上でございます。 

続いて、24 ページをお開きください。歳出でございます。 

１款１項議会費は 80 万 9,000 円の減額。内訳は議会議員経費他でございます。 

26 ページ、２款総務費は 8,713 万 9,000 円の増額。内訳は、１項総務管理費が 8,733 万

円の増額で、主なものは、27 ページ下から二つ目、一般行政事務経費 531 万 9,000 円の減

額。その下、本町庁舎管理経費 156 万円の増額。29 ページ二つ目、町有財産等管理経費 399

万 1,000 円、その下、物品等管理経費 151 万円、その下、ふるさと教育推進事業 810 万 9,000

円のそれぞれ減額。31 ページ上、次世代、次世代住宅建設支援事業 650 万円、その下、移

住支援事業 300 万円のそれぞれ減額。その下、防犯対策経費 120 万 4,000 円の増額。33 ペ

ージ三つ目、地域公共交通活性化事業 171 万 3,000 円、一つ置いて、地域間交流事業 132

万 7,000 円をそれぞれ減額。35 ページ上、基金管理費１億 3,268 万 5,000 円の増額。下か

ら二つ目、オホーツク枝幸活力商品券発行事業 239 万 1,000 円、その下、電力・ガス・食

料品等価格高騰重点支援給付金給付事業 1,187 万 8,000 円のそれぞれ減額でございます。 

36 ページ、６項監査委員費が 19 万 1,000 円の減額で、監査委員経費でございます。 

38 ページになります。３款民生費は 1,099 万 3,000 円の増額。内訳は、１項社会福祉費

は 1,271 万 9,000 円の増額で、主なものは、39 ページ下から三つ目、障害者給付費等支給

事業 1,785 万 7,000 円、その下、介護保険事業特別会計繰出金 256 万 4,000 円、その下、

地域支援事業 106 万 9,000 円をそれぞれ増額。41 ページ二つ目、外国人介護福祉人材育成

支援事業 741 万 5,000 円の減額でございます。 

40 ページに戻りまして、２項児童福祉費が 172 万 6,000 円の減額で、主なものは、43

ページ二つ目、認定こども園管理運営経費 146 万 5,000 円の減額でございます。 

44 ページです。４款衛生費は 1,322 万 2,000 円の減額。内訳は、１項保健衛生費が 1,431

万 3,000 円の減額で、主なものは、45 ページ二つ目、国民健康保険病院事業会計出資及び

運営経費 1,124 万 4,000 円、その下、医療技術修学資金貸付事業 148 万円、その下、不妊

治療費等助成事業 100 万円のそれぞれ減額でございます。 

44 ページに戻りまして、2 項清掃費が 1,000、失礼しました、109 万 1,000 円の増額で、

リサイクルセンター管理経費他でございます。 

48 ページです。６款農林水産業費は 1,917 万 9,000 円の減額。内訳は、１項農業費が

216 万 4,000 円の減額で、主なものは、49 ページ下から二つ目、農業次世代人材投資事業

562 万 5,000 円の減額。その下公共育成牧場管理事業 500 万円の増額。51 ページ上、公社

営草地畜産基盤整備事業 1,466 万 4,000 円、その下、道営草地整備事業、担い手中核型 232

万 2,000 円のそれぞれ減額。その下、道営草地整備事業、担い手中核型、明許繰越 1,625

万円の追加でございます。 

50 ページに戻りまして、２項林業費が 1,179 万 5,000 円の減額で、主なものは、51 ペ 



-6- 

 

ージ中ほど、有害鳥獣駆除経費 208 万円の増額。その下、森林環境譲与税活用事業 297 万

5,000 円の減額。53 ページ二つ目、林道整備事業 207 万 5,000 円、その下、作業道整備事

業 477 万 2,000 円、一つ置いて、山林管理事務経費 320 万円のそれぞれ減額でございます。 

52 ページに戻りまして、３項水産業費が 522 万円の減額で、主なものは、53 ページ一

番下、外国人宿舎整備事業 1,661 万円の減額。55 ページ上、荷捌き施設整備事業 168 万円

の減額。その下、荷捌き施設整備事業、明許繰越 1,308 万 8,000 円の追加でございます。 

56 ページになります。７款１項商工費は 538 万 1,000 円の増額で、主なものは、57 ペ

ージ二つ目、中小企業者等雇用促進住宅建設支援事業 492 万 1,000 円、一番下、観光協会

助成事業 100 万円のそれぞれ増額でございます。 

58 ページです。８款土木費は 3,462 万円の減額。内訳は、１項道路橋梁費が 844 万 1,000

円の減額で、主なものは、59 ページ三つ目、道路整備事業補助 704 万 7,000 円の減額。61

ページ上、道路整備事業単独 119 万 1,000 円の減額でございます。 

60 ページに戻りまして、２項河川費が 14 万 8,000 円の減額で、河川管理経費。 

３項港湾費が 100 万 1,000 円の減額で、港湾整備事業特別会計繰出金他でございます。 

４項都市計画費が 2,435 万 4,000 円の減額で、主なものは、61 ページ一番下、下水道事

業会計出資及び運営経費 4,016 万 1,000 円を減額し、63 ページ上、同事業の公共下水道事

業出資金を明許繰越として 2,490 万円の追加。一つ置いて、公園管理経費が 708 万円の減

額。65 ページ上、健康回復村野外施設管理経費 194 万円の減額でございます。 

64 ページに戻りまして、５項住宅費が 67 万 6,000 円の減額で公営住宅整備事業でござ

います。 

66 ページになります。９款１項消防費は、南宗谷消防組合負担金の精算により 485 万

9,000 円の減額で、内訳は 67 ページに記載のとおりでございます。 

68 ページ、10 款教育費は 23 万 2,000 円の増額。内訳は、１項教育総務費が 241 万 1,000

円の減額で、学校施設防犯対策整備事業でございます。 

２項小学校費が 141 万 6,000 円の増額で、主なものは、69 ページ三つ目、小学校管理経

費 135 万円の増額でございます。 

68 ページに戻りまして、３項中学校費が８万 9,000 円の増額で、中学校管理経費。 

４項社会教育費が 117 万 8,000 円の増額で、オホーツクミュージアムえさし管理運営経

費他でございます。 

70 ページ、５項保健体育費は４万円の減額で、スポーツ推進委員会委員経費でございま

す。 

272 ページです。11 款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費は 205 万 3,000 円の減

額で、土木施設災害復旧事業でございます。 

74 ページ、12 款１項公債費は 60 万 4,000 円の増額で、一時借入金利子でございます。 

76 ページです。13 款１項職員費は 995 万円の減額で、給与費でございます。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 133 億 3,245 万円に対し、1,965 万 7,000 円を増

額し、133 億 5,210 万 7,000 円とするものです。 

79 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上、令和６年度枝幸町一般会計補正予算第８号の内容説明とさせていただきます。 

なお、予算付属資料として、普通建設事業費、災害復旧事業費の予算一覧表を添付して

おります。 

また、２月末現在の令和６年度建設工事の発注一覧表を参考資料として配付させていた 
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だきましたので、併せてご参照ください。 

それでは、よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい、５番野口議員 

〇５番（野口洋郎君） 35 ページです。下の方ですねオホーツク枝幸活力商品券発行事業、

それと、その下の電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金給付事業、これ、それぞ

れ減額補正になってますので、その理由を教えていただきたいなと。 

〇議長（小原 仁君） 水産商工課長。 

〇水産商工課長（黒川勇人君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

活力商品券の方のご質問に対してお答えさせていただきます。 

今回の 239 万 1,000 円の減額つきましては、不用額の精査ということでございますが、

昨年８月１日からですね、10 月 31 日までの３ヶ月間で実施した事業でございますけれど

も、実績がですね、事前登録のあった 152 店舗のうちですね、69 店舗で商品券の利用があ

ったっちゅうことでございまして、昨年５月１日現在のですね、住民基本台帳に登録され

ております全町民の方 7,262 名を対象に１人当たり全店共通用の 1,000 円券５枚つづりの

商品券を無料でお配りしたということでございまして、利用率につきましては、97.91％と

非常に高い利用があったということで地域経済の活性化が図られたものと考えております

が、当初の、どうしても全件ですね、お送りしてますけども、使われてない方もおります

ので、この不用額についての精査でございますのでご理解願います。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） 企画課長。 

〇企画課長（中川一広君） 野口議員の２点目の電力ガス食料品等価格高騰重点支援給付

金給付事業の精査についての説明答弁をさせていただきます。 

これにつきましてはですね、令和５年 12 月に国の経済対策で実施されました給付金給

付事業の事業費の精査という形になります。 

具体的な内容といたしましては、令和６年度のですね新たな非課税、それから均等割の

み課税されている世帯、こういった世帯にですね 10 万円の給付ということと、あと、定額

減税に伴う調整給付金ですね、これについて、予算措置を７月にさせていただきまして給

付を行いました。 

今回のこの減額分につきましては、これの精査ということで、今現在進行している３万

円の給付、これについては今回の精査には含まれておりません。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

〇５番（野口洋郎君） はい、了解しました。 

商品券の方ですけども、これ 97.91％が使われているということで、残りは、要するに

使われないまま、そのまま破棄というかそういう形になるという、そういう理解でよろし

いですか。 

〇議長（小原 仁君） 水産商工課長。 

〇水産商工課長（黒川勇人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

実際 7,262 名の方にお送りしてますけれども、そのうちですね 50 件ですね、どうして

も戻ってきてるっていうのがあるんですよ。 
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それで、あと、当然、送った方にも使われてない点もあると思いますので、そういった 

ところを含めてのですね利用率ということで、ご理解いただきたいと思います。 

〇議長（小原 仁君） 他にございませんか。 

はい、１番岩谷議員。 

〇１番（岩谷隆行君） 35 ページの公園遊具設備事業と 63 ページの公園管理経費が大幅

に減額になってんですけども、その理由をちょっとお聞きしたいと思うんですけども。 

〇議長（小原 仁君） 建設課長。 

〇建設課長（平谷昌仁君） 岩谷議員のご質問にお答えいたします。 

35 ページの公園遊具等整備事業の減額理由でございますけれども、まず委託料の方はで

すね 21 万 9,000 円の減額になってございますが、こちらの方は、令和７年度の遊具更新事

業に伴います委託料の入札執行減でございます。 

次の工事請負費の 35 万 9,000 円につきましては、北幸公園 LED 化街灯の LED 化工事の

入札執行減となります。 

以上でございます。 

〇議長（小原 仁君） よろしいですか。 

１番岩谷議員。 

〇１番（岩谷隆行君） 63 ページの公園管理費の減額の件はどうでしょうか。 

〇議長（小原 仁君） 建設課長。 

〇建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

公園管理の 708 万円の減額ですけれども、主なものはですね、委託料のですね、それぞ

れ公園管理委託しておりまして、それの執行減、入札執行減、主なものが内容になります。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

〇１番（岩谷隆行君） 減額になっても、公園の管理はちゃんとできるという判断でよろ

しいですね。 

〇議長（小原 仁君） 建設課長。 

〇建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

あくまでも入札執行減というところで、管理内容につきましては変更ございませんので、

ご理解をお願いしたいと思います。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。 

はい、６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） ６番小林です。 

まず 33 ページの一番下ですね、地域間交流事業ということで、132 万 7,000 円の減額に

なっています。この減額理由について教えてほしいと思います。 

〇議長（小原 仁君） 企画課長。 

〇企画課長（中川一広君） ただいまの小林議員のご質問にお答えします。 

今回、地域間交流事業 132 万 7,000 円の減額の理由といたしましては、今年度はですね、

うきは市へ枝幸町からですね訪問団が訪問して、特産品販売ですとか、交流を行うという

ような事業計画でおりました。 

以前にも申し上げたかと思うんですけれども、うきは市のですね市長が新しく変わられ

たということで、今後の交流継続の確認というような意味合いも含めまして、今回につき
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ましては、当初予定していた民間の方の派遣をですね中止いたしまして、副町長、他職員

３名でうきは市の方を訪問いたしまして、今後の交流継続の確認を行ったというような具

合になっております。 

それによりまして、民間の方４名、５名を派遣する旅費の方を措置していたんですけれ

ども、その減額が大きな理由、他の需用費、役務費、使用料なんかについてもですね、こ

れに伴う減額、それから、その他の地域間交流事業の精査という形になってございます。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） ６番小林です。 

ということはですね、今後、うきは市との交流というのは続けるっていうことで認識で

いいんでしょうか。 

〇議長（小原 仁君） 企画課長。 

〇企画課長（中川一広君） ただいまの小林議員のご質問にお答えします。 

今回、11 月に副町長がうきは市を訪問いたしまして、うきは市の権藤市長にですね直接

お会いして、今後の交流継続を確認して、交流を継続していくということで確認をしてお

ります。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） よろしいですか。 

〇６番（小林正浩君） 疑問点あるんですけれども、それは予算のとき、また聞きたいと

思います。 

この、もう一点。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） 次は 41 ページの上から２番目ですか、外国人介護福祉人材育成

支援事業費が大幅な減額になってますが、この要因について説明をお願いします。 

〇議長（小原 仁君） 保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（有賀博輝君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

現在、枝幸町には７名の外国人介護福祉人材の方がご活躍されております。内訳として

は枝幸苑の方に３名、それから歌翠園の方に４名という形になってます。 

令和６年度当初予算時点で２名の方を予定し、予算の方を措置しておりましたけども、

支援の協議会より、ちょっと学生数の減少によりまして、他の町村との関係などから、枝

幸町にはちょっと派遣できないということで令和６年度はなりました。 

そういうことから今回減額させていただいたところですけども、ただし、令和７年度に

つきましては、優先的に枝幸町の方に派遣するということで、約束したって、約束取れた

ということで、今回６年度を減額したんですけども、令和７年度にまた同じような形で予

算計上させていただいております。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） そういうことであれば、もう安心して、はい、来年を迎えたいと

思います。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） 他にございませんか。よろしいですか。他にないようでございま

すので、これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 13 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 13 号 令和６年度枝幸町一般会計補正予算については、原案のと

おり可決されました。 

 

◎日程第３ 議案第１４号 

〇議長（小原 仁君） 日程第３ 議案第 14 号 令和６年度枝幸町国民健康保険事業特

別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君 登壇） 

〇保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 議案書の 20 ページでございます。 

議案第 14 号、令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算第３号は、別紙に定めるところに

よる。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長。 

別冊、令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算書第３号の１ページをお開き願い

ます。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 3,000 万円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 14 億 3,501 万 1,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

この度の補正でございますが、歳入では、国民健康保険税の賦課状況及び収納見込みに

よる減額、繰入金の精査などとなり、また、歳出につきましては、令和７年１月までの保

険給付実績による療養給付費の減額となっております。 

補正内容の、補正予算の内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説

明申し上げます。 

10 ページをお開き願います。歳入でございます。 

１款１項国民健康保険税は 1,898 万円の減額で、令和７年１月時点における収納見込み

による現年度課税分保険税の減額でございます。 

２款道支出金、１項道補助金は 3,539 万 3,000 円の減額で、歳出でご説明いたします保

険給付費の減額などに伴い、給付財源となります普通交付金の減額でございます。 

４款１項繰入金は 1,884 万 2,000 円の増額で、内訳は、一般会計繰入金の保険基盤安定

繰入金 47 万 4,000 円の減額、未就学児保険税軽減分 18 万 4,000 円、及び産前産後保険税

軽減分 32 万 1000 円のそれぞれ増額でございます。２目基金繰入金は 1,881 万 1,000 円の

増額で、保険税収納見込みの減額による国保事業基金取り崩しの追加でございます。 

６款２項雑入は 552 万 1,000 円の増額で、交通事故に係る第三者行為求償による納付金 
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533 万 6,000 円、国保資格喪失後の保険料による返納金５万 7000 円、特定健診に係る基本

健康診査料 12 万 8000 円のそれぞれ増額でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 14 億 6,501 万 1,000 円から 3,000 万円を減額し、計 14

億 3,501 万 1,000 円とするものでございます。 

続いて歳出でございます。14 ページをご覧願います。 

２款１項保険給付費は、令和６年３月から 11 月診療分までの９ヶ月間の療養給付経費

が、月額平均約 5,300 万円で推移しておりますことから、予算額を 3,000 万円の減額とす

るものでございます。 

以上、歳出合計は、補正前の額 14 億 6,501 万 1,000 円から 3,000 万円を減額し、計 14

億 3,501 万 1,000 円とするものでございます。 

以上、国民健康保険事業特別会計補正予算書第３号の説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 はい、５番野口議員。 

〇５番（野口洋郎君） 歳入の方ですが、基金繰入金ですね 1,884 万 2,000 円が補正され

ています。 

これは要するに、今まで積んでた基金を取り崩して充てるということですよね。 

これ、当初計画していた 4,000 万円の繰入では間に合わなくなったっていう、その辺の

理由をちょっと教えていただきたいんですけども。 

〇議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

〇保健福祉課参事（宇佐美貴広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたします。 

１款の保険税の減額ということで今回 1,898 万円の減額をさせていただいておりますが、

昨年度保険税率を設定した際、所得の見込みですとかを立てて、そういった税収を見込み

立てるわけですが、実際の賦課をした状況でこういった実績になりまして、当初 4,000 万

円の取り崩しで基金活用する予定でありましたが、そこの部分どうしてもこういった形で

対応せざるを得ないという中で、今回、補正予算の方で計上させていただいております。 

〇議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

〇５番（野口洋郎君） 当初の予定が狂うというのはもちろんあることだとは思うんです

けども、金額が大きいのでね、基金が、今、どんどんどんどん減っていくというこの状況

の中で、もちろん来年度も基金 1,500 万近くを取り崩してこの保険料に充てるっていう計

画になってますが、これは、やっぱりこういうふうに 1,000 万単位で狂ってくると、今後

の予定っていうか、かなり危うくなってくるんではないかなというのを危惧するんですね。 

今回、約 2,000 万を取り崩して充当するっていうことを反対するわけではないんですが、

今後のことを考えたときに、見込みはどうなんだろうっていうところを、ちょっと見込み

を教えていただきたいと思います。 

〇議長（小原 仁君） 保健福祉課長、失礼しました、保健福祉課参事。 

〇保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 野口議員ご指摘ありましたとおり、令和５年度末で

１億 5,723 万 5,000 円の基金残高となっておりまして、それを 4,000 万円程度今回取り崩

すような当初計画でありましたが、実際の保険税の賦課状況だとかによって基金の取り崩

しが多くなりました。 

 道の方針によりまして、この基金残高、都道府県単位化なる 2030 年度には、給付費の 
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５％程度ということで、2,500 万程度の残高は町の方で保持していないといけないような

状況となっておりまして、何とか、今、税率の改正だとかもさせていただいてるんですが、

そういった形で、運営の方を滞りなくできるような税率設定をしながらやっていきたいと

思っているんですが、今、ちょうど確定申告の時期だとかにもなっているんですが、そう

いった数字は決まっていない中での税率の提案をさせていただく、そういった難しさがあ

るのが正直あるところなんですが、何とか、町の経済動向だとかもしっかり把握しながら

税率設定だとかに努めて、今後も続けてまいりたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

〇議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

〇５番（野口洋郎君） よろしくお願いしたいと思います。 

あの、一般質問でもやりましたけども、ちょっと高すぎるっていうね、そういう住民か

らの声があるものですから、この基金を何とかうまく使って、着地、最終的に 2,500 万の

基金を残すというような部分に着地していただきたいというふうに思いますので、難しさ

はあると思いますが、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） 他にございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 質疑なしということでございますので、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 14 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 14 号 令和６年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第４ 議案第１５号 

〇議長（小原 仁君） 日程第４ 議案第 15 号 令和６年度枝幸町介護保険事業特別会

計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

〇保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 21 ページでございます。 

議案第 15 号 令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算第３号は、別紙に定めるところによる。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長 

それでは、別冊の令和６年度介護保険事業特別会計補正予算書第３号の１ページをお開

きください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 2,051 万 1,000

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億 3,530 万 1,000 円とする。 
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第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

今回の補正の主なものは、歳入では、介護保険料、国庫支出金、道支出金、支払基金交 

付金、繰入金の増額。歳出では、介護給付費、介護給付経費及び介護予防生活支援サービ

ス事業費などの歳出見込みによりまして増額するものでございます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。 

事項別明細書の 10 ページをお開きください。 

１款１項介護保険料 574 万 4,000 円を増額するもので、内訳は、現年度分の介護保険料

賦課確定に伴う精査でございます。 

２款国庫支出金、１項国庫負担金は 303 万 6,000 円を増額するもので、介護給付費負担

金の増額でございます。２項国庫補助金は５万 4,000 円を増額するもので、地域支援事業

交付金、介護予防日常生活支援総合事業の増額でございます。 

３款道支出金、１項道負担金は 354 万 2,000 円を増額するもので、介護給付費負担金の

増額でございます。２項道補助金は３万 4,000 円を増額するもので、地域支援事業交付金

の増額でございます。 

４款１項支払基金交付金は 553 万 7,000 円を増額するもので、介護給付費交付金の増額

と地域支援事業交付金の増額でございます。 

６款１項繰入金は 256 万 4,000 円を増額するもので、内訳は、介護給付費繰入金 253 万

円と地域支援事業繰入金３万 4,000 円でございます。 

下段の歳入合計では、補正前の額８億 1,479 万円、補正額 2,051 万 1,000 円の増額、計

８億 3,530 万 1,000 円とするものでございます。 

次に歳出でございますが、14 ページをお開きください。 

２款保険給付費、１項介護給付諸費では 2,023 万 8,000 円を増額するもので、介護報酬

負担金の増額でございます。 

３款１項地域支援事業費では、27 万 3,000 円を増額するもので、内訳は、介護予防生活

支援サービス事業 19 万 9,000 円と、介護予防ケアマネジメント事業６万 3,000 円、審査支

払手数料経費１万 1,000 円をそれぞれ増額するものでございます。 

下段の歳出合計では、補正前の額８億 1,479 万円、補正額 2,051 万 1,000 円の増額、計

８億 3,530 万 1,000 円とするものでございます。 

以上で、介護保険事業特別会計補正予算書第３号の説明に代えさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 15 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第 15 号 令和６年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第５ 議案第１６号 

〇議長（小原 仁君） 日程第５ 議案第 16 号 令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会

計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水産商工課長。 

（水産商工課長黒川勇人君 登壇） 

〇水産商工課長（黒川勇人君） 議案書 22 ページをお開きください。 

議案第 16 号 令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計補正予算第２号は、別紙に定めるところによる。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長。 

別冊の補正予算書により、提案内容のご説明をさせていただきます。１ページをお開き

ください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 10 万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 2,716 万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説明いたします。 

10 ページをお開きください。歳入でございます。 

３款１項繰入金は、補正額 76 万 1,000 円の減額で、一般会計繰入金の精査による減額

でございます。 

４款１項繰越金は、補正額 85 万 7,000 円の増額で、前年度繰越金でございます。 

５款諸収入、１項雑入は、補正額 4,000 円の増額で、インボイス制度の開始に伴う消費

税還付金分の増額でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 2,706 万円に対しまして、補正額 10 万円を追加し、2,716

万円とするものでございます。 

続きまして 14 ページをお開きください。歳出でございます。 

１款１項港湾整備費は、補正額 10 万円の増額で、内訳は、港湾管理経費、陸電施設電

気料でございます。以上、歳出合計は、補正前の額 2,706 万円に対しまして、補正額 10

万円を追加し、2,716 万円とするものでございます。 

以上、大変簡単ではございますが、議案第 16 号の提案内容の説明に代えさせていただ

きます。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 16 号について採決いたします。 
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お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 16 号 令和６年度枝幸町港湾整備事業特別会計補正予算について

は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第６ 議案第１７号 

〇議長（小原 仁君） 日程第６ 議案第 17 号 令和６年度枝幸町水道事業会計補正予

算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

(水道課長桜井勝浩君 登壇) 

〇水道課長（桜井勝浩君） 議案書 23 ページでございます。 

議案第 17 号 令和６年度枝幸町水道事業会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町水道事業会計補正予算第２号は、別紙に定めるところによる。 

令和７年３月６日提出  枝幸町長 

別冊、令和６年度枝幸町水道事業会計補正予算書第２号の１ページをお開き願います。 

今回の補正予算につきましては、収益的収入では、水道使用料、材料売却収益、長期前

受金戻入等の精査。収益的支出では、事務費等の精査。資本的支出では、建設改良事業の

確定に伴う委託料、工事請負費の精査を行うものでございます。 

総則、第１条、令和６年度枝幸町水道事業会計の補正予算第２号は、次に定めるところ

による。 

業務の予定量、第２条、令和６年度枝幸町水道事業会計予算第２条に定めた業務の予定

量を次のとおり補正する。 

補正内容につきましては、補正予定量をもってご説明申し上げます。 

第１号給水件数、17 件の減で 2,713 件、第２号年間総給水量、4,000 立方メートルの増

で 71 万 4,000 立方メートル、第３号１日平均給水量、11 立方メートルの増で 1,956 立方

メートル、第４号主要な建設改良事業、１件目は、町道常盤町線配水管更新実施設計業務

委託で、51 万 2,000 円を減額し 448 万 8,000 円、２件目は、町道栄町線配水管更新工事で、

159 万円を減額し 341 万円に、３件目は目梨泊流量計室残塩計更新工事で、78 万 2,000 円

を減額し 481 万 8,000 円とするものでございます。 

収益的収入及び支出、第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次の

とおり補正する。収入、第１款水道事業収益、既決予定額１億 6,700 万 9,000 円に対し、

第１項営業収益で 51 万 2,000 円を減額、第２項営業外収益で 22 万 4,000 円を減額し、１

億 6,672 万 1,000 円とし、支出、第１款水道事業費用、既決予定額１億 5,204 万 8,000 円

に対し、第１項営業費用で 130 万 2,000 円を減額し、１億 5,074 万 6,000 円とするもので

ございます。 

２ページに参りまして、資本的支出、第４条、予算第４条本文括弧書き中、不足する額

１億 1,419 万 4,000 円は、損益勘定留保資金１億 1,419 万 4,000 円で補てんを、不足する

額１億 939 万 8,000 円は損益勘定留保資金 1 億 939 万 8,000 円で補てんに改め、資本的支

出の予定額を次のとおり補正する。 

支出、第１款資本的支出、既決予定額１億 1,899 万 5,000 円に対し、第１項建設改良費 
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で 479 万 6,000 円を減額し、１億 1,419 万 9,000 円とするものでございます。 

次に５ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。 

補正の内容につきましては、補正額をもってご説明を申し上げます。 

はじめに、収益的収入で、１款水道事業収益、１項営業収益が 51 万 2,000 円の減額で、

給水収益の水道使用料、その他営業収益の材料売却収益及び手数料の精査による減額でご

ざいます。 

６ページ、２項営業外収益が 22 万 4,000 円の増額で、長期前受金戻入の精査でござい

ます。 

収益的収入は以上でございます。 

次に７ページ、収益的支出で、１款水道事業費用、１項営業費用が 130 万 2,000 円の減

額で、２目配水及び給水費が 225 万 5,000 円の減額、３目総係費が７万 2,000 円の増額、

４目減価償却費が 110 万 5,000 円の増額、８ページ、５目資産減耗費が 56 万 9,000 円の増

額、６目その他営業費用が 79 万 3,000 円の減額で、いずれも事務費及び減価償却費等の精

査でございます。 

収益的支出は以上でございます。 

次に 11 ページをお開きください。資本的支出で、１款資本的支出、１項建設改良費が

479 万 6,000 円の減額で、配水施設拡張費における委託料、工事請負費の執行残精査によ

る減額でございます。 

資本的支出は以上でございます。 

12 ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略させて

いただきます。 

以上で、令和６年度枝幸町水道事業会計補正予算書第２号の内容説明とさせていただき

ます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 17 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 17 号 令和６年度枝幸町水道事業会計補正予算については、原案

のとおり可決されました。 

 

◎日程第７ 議案第１８号 

〇議長（小原 仁君） 日程第７ 議案第 18 号 令和６年度枝幸町簡易水道事業会計補

正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 
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水道課長。 

(水道課長桜井勝浩君 登壇) 

〇水道課長（桜井勝浩君） 議案書 24 ページでございます。 

 議案第 18 号 令和６年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町簡易水道事業、補正予算第２号は別紙に定めるところによる。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長 

別冊、令和６年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算書第２号の１ページをお開き願いま

す。 

今回の補正予算につきましては、収益的収入では、水道使用料、一般会計負担金、長期

前受金戻入等の精査。収益的支出では、事務費等の精査。また、資本的収入では、建設改

良事業の確定に伴う企業債、他会計出資金の精査。資本的支出では、建設改良事業の確定

に伴う工事請負費の精査を行うものでございます。 

総則第１条、令和６年度枝幸町簡易水道事業会計の補正予算第２号は、次に定めるとこ

ろによる。 

業務の予定量、第２条、令和６年度枝幸町簡易水道事業会計予算第２条に定めた業務の

予定量を次のとおり補正する。補正内容につきましては、補正予定量をもってご説明申し

上げます。 

第１号給水件数、57 件の減で 1,263 件、第２号年間総給水量、１万 7,000 立方メートル

の減で 50 万 8,000 立方メートル、第３号１日平均給水量、47 立方メートルの減で 1,391

立方メートル、第４号主要な建設改良事業、歌登浄水場シーケンサ及び計装監視盤更新工

事で、46 万円を減額し 3,454 万円とするものでございます。 

収益的収入及び支出、第３条、予算第３条に定めた収益的収入の、収益的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

収入、第１款水道事業収益、既決予定額２億 2,477 万 5,000 円に対し、第１項営業収益

で 300 万 1,000 円を減額し、第２項営業外収益で 40 万 7,000 円を増額し、２億 2,218 万

1,000 円とし、支出、第１款水道事業費用、既決予定額２億 2,477 万 5,000 円に対し、第

１項営業費用で 259 万 4,000 円を減額し、２億 2,218 万 1,000 円とするものでございます。 

２ページに参りまして、資本的収入及び支出、第４条、予算第４条に定めた資本的収入

及び支出の予定額を次のとおり補正する。収入、第１款資本的収入、既決予定額 8,310 万

4,000 円に対し、第２項企業債で 20 万円を減額、第３項他会計出資金で 26 万円を減額し、

8,264 万 4,000 円とし、支出、第１款資本的支出、既決予定額１億 810 万 4,000 円に対し、

第１項建設改良費で 46 万円を減額し、１億 764 万 4,000 円とするものでございます。 

特例的収入及び支出、第５条、予算第４条の２中、未収金及び未払金の額は、それぞれ

80 万円及び 450 万円である。を、未収金及び未払金の金額はそれぞれ 40 万 2,000 円及び

345 万 9,000 円である。に改める。 

企業債、第６条、予算第５条に定めた企業債の限度額を次のとおり改める。 

変更は限度額の変更のみで、起債の方法、利率、償還の方法につきましては変更ござい

ません。 

水道事業、通常分で、補正前限度額 1,750 万円を 1,730 万円とするものでございます。 

続きまして５ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。 

補正の内容につきましては補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに収益的収入で、１款水道事業収益、１項営業収益が 300 万 1,000 円の減額で、 
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給水収益の水道使用料、その他営業収益の手数料の精査による減額でございます。 

２項営業外収益が 40 万 7,000 円の増額で、他会計負担金の一般会計負担金、６ページ、

長期前受金戻入の工事保証金から他会計負担金までの精査による増額でございます。 

収益的収入は以上でございます。 

次に７ページ収益的支出で、１款水道事業費用、１項営業費用が 259 万 4,000 円の減額

で、主なものは原水及び浄水費が 100 万円の減額、配水及び給水費が 215 万 3,000 円の減

額、８ページ、減価償却費が 56 万 2,000 円の増額で、いずれも事務費等の精査でございま

す。 

収益的支出は以上でございます。 

次に 11 ページをお開きください。資本的収入で、１款資本的収入、２項企業債が 20 万

円の減額、３項他会計出資金が、一般会計出資金で 26 万円の減額でございます。 

資本的収入は以上でございます。 

12 ページに参りまして、資本的支出で、１款資本的支出、１項建設改良費が 46 万円の

減額で、配水施設拡張費における建設改良事業確定に伴う工事請負費の減額でございます。 

資本的支出は以上でございます。 

14 ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略させて

いただきます。 

以上で、令和６年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算書第２号の内容説明とさせていた

だきます。よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 18 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 18 号 令和６年度枝幸町簡易水道事業会計補正予算については、原

案のとおり可決されました。 

１時間以上経ちましたので、11 時 20 分まで休憩といたします。 

休憩 午前１１時 ６分 

再開 午前１１時２０分 

 

◎日程第８ 議案第１９号 

〇議長（小原 仁君） 休憩を解きまして会議を再開いたします。 

 日程第８ 議案第 19 号 令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算についてを議題と

いたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 
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(水道課長桜井勝浩君 登壇) 

〇水道課長（桜井勝浩君） 議案書 25 ページでございます。 

議案第 19 号 令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算第４号は、別紙に定めるところによる。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長。 

別冊、令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第４号の１ページをお開き願います。 

今回の補正予算につきましては、収益的収入では、使用料、一般会計負担金、長期前受

金戻入等の精査。支出では、事業費等、事務費等の精査。また、資本的収入では、建設改

良事業の確定に伴う企業債国庫補助金、他会計出資金等の精査。支出では、建設改良事業

の確定に伴う委託料、工事請負費の精査を行うものでございます。 

総則第１条、令和６年度枝幸町下水道事業会計の補正予算第４号は、次に定めるところ

による。 

業務の予定量、第２条、令和６年度枝幸町下水道事業会計予算第２条に定めた業務の予

定量を次のとおり補正する。 

補正内容につきましては、補正予定量をもってご説明申し上げます。 

公共下水道事業、第１号処理件数、３件の減で 2,187 件、第２項年間総処理量、２万 8,000

立方メートルの減で 45 万 2,000 立方メートル、第３号１日平均処理量、77 立方メートル

の減で 1,238 立方メートル、第４号主要な建設改良事業、枝幸下水終末処理場機器更新機

械・電気設備工事で 993 万 5,000 円を減額し、１億 1,106 万 5000 円とするものでございま

す。 

特定環境保全公共下水道事業、第１号処理件数、16 件の増で 566 件、第２号年間総処理

量、6,000 立方メートルの増で 11 万 6,000 立方メートル、第３号１日平均処理量、17 立方

メートルの増で 318 立方メートル、第４号主要な建設改良事業、歌登下水終末処理場機器

更新機械・電気設備工事で 5,200 万円を全額減額するものでございます。 

漁業集落排水施設事業、第１号処理件数、16 件の増で 256 件、第２号年間総処理量 4,000

立方メートルの増で５万 1,000 立方メートル、第３号１日平均処理量、11 立方メートルの

増で 140 立方メートル、第４号主要な建設改良事業、乙忠部下水終末処理場機器更新機械・

電気設備工事で 372 万 1,000 円を減額し、2,627 万 9,000 円とするものでございます。 

個別排水処理施設事業、第１号処理件数７件の増で 237 件、第２号年間総処理量、１万

5,000 立方メートルの増で５万 9,000 立方メートル、第３号１日平均処理量、40 立方メー

トルの増で 161 立方メートル、第４号主要な建設改良事業、個別排水処理施設設置工事で

1,054 万 7,000 円を減額し、245 万 3,000 円とするものでございます。 

２ページ、第３条及び３ページ第４条につきましては、款の補正予定量をもって説明と

させていただき、項につきましては、７ページ以降の補正予算実施計画でご説明させてい

ただきます。 

２ページにまいりまして、収益的収入及び支出、第３条、予算第３条に定めた収益的収

入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

款の収入及び支出の補正予定額は同額で、第１款公共下水道事業 1,379 万円の増額、第

２款特定環境保全公共下水道事業 750 万 7,000 円の増額、第３款漁業集落排水施設事業 341

万 7,000 円の増額、第４款個別排水処理施設事業 30 万 4,000 円の増額、収益的収入及び支

出の各合計は、既決予定額５億 3,739 万 4,000 円に対し、2,501 万 8,000 円を増額し、５

億 6,241 万 2,000 円とするものでございます。 
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３ページに参りまして、資本的収入及び支出、第４条、予算第４条本文括弧書き中、不

足する額１億 3,782 万 9,000 円は、損益勘定留保資金１億 3,782 万 9,000 円で補てんを、

不足する額１億 2,887 万 3,000 円は、損益勘定留保資金１億 2,887 万 3,000 円で補てんに

改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

資本的収入、第１款公共下水道事業 1,005 万 5,000 円の減額、第２款特定環境保全公共

下水道事業 5,230 万円の減額、第３款漁業集落排水施設事業 525 万 5,000 円の減額、第４

款個別排水処理施設事業 949 万 9,000 円の減額、資本的収入の合計は、既決予定額２億

2,784 万円に対し、7,710 万 9,000 円を減額し、１億 5,073 万 1,000 円とするものでござい

ます。 

次に資本的支出、第１款公共下水道事業 1,575 万 9,000 円の減額、第２款特定環境保全

公共下水道事業 5,432 万 5,000 円の減額、第３款漁業集落排水施設事業 543 万 4,000 円の

減額、第４款個別排水処理施設事業 1,054 万 7,000 円の減額、資本的支出の合計は、既決

予定約３億 6,566 万 9,000 円に対し、8,606 万 5,000 円を減額し、２億 7,960 万 4,000 円

とするものでございます。 

４ページにまいりまして、第５条、すいません、４ページにまいりまして、企業債、第

５条、予算第６条に定めた企業債の限度額を次のとおり改める。変更は４件で、いずれも

限度額の変更で、起債の方法、利率、償還の方法につきましては変更ございません。 

１件目は枝幸下水終末処理場機器更新事業で、補正前限度額 3,260 万円を 2,500 万円、

２件目は歌登下水終末処理場機器更新事業で、補正前限度額 1,170 万円を 0 円に、３件目

は漁業集落排水施設下水終末処理場機器更新事業で、補正前限度額 1,500 万円を 1,310 万

円に、４件目は個別排水処理施設整備事業で、補正前限度額 770 万円を 140 万円とするも

のでございます。 

続きまして７ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。 

補正の内容につきましては補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに資本的収入でございます。 

１款公共下水道事業収益では、１項営業収益が 27 万 7,000 円の増額、２項営業外収益

が 1,351 万 3,000 円の増額、８ページ、２款、特定環境保全公共下水道事業収益では、１

項営業収益が 56 万 9,000 円の増額、２項営業外収益が 693 万 8,000 円の増額、９ページ、

３款漁業集落排水施設事業収益では、１項営業収益が 64 万 3,000 円の増額、２項営業外収

益が 277 万 4,000 円の増額、10 ページ、４款個別排水処理施設事業収益では、１項営業収

益が 65 万円の増額、２項営業外収益が 34 万 6,000 円の減額で、いずれも、使用料、一般

会計繰入金及び長期前受金戻入の精査でございます。 

資本的収入は以上でございます。 

次に 11 ページに参りまして、資本的支出でございます。１項公共下水道事業費用では、

１項営業費用が 1,379 万円の増額、12 ページ、２款、特定環境保全公共下水道事業費用で

は、１項営業費用が 750 万 7,000 円の増額、中ほど、３款漁業集落排水施設事業費用では、

１項営業費用が 341 万 7,000 円の増額、13 ページ、４款個別排水処理施設事業費用では、

１項営業費用が 30 万 4,000 円の増額で、いずれも、委託料貸倒引当金、有形固定資産減価

償却費、固定資産除却費の精査でございます。 

資本的支出は以上でございます。 

次に 15 ページに参りまして、資本的収入でございます。 

１款公共下水道事業資本的収入では、１項企業債が 760 万円の減額、２項国庫補助金が 
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514 万 5,000 円の増額、３項他会計出資金が 760 万円の減額、中段、２款特定環境保全公

共下水道事業資本的収入では、１項企業債が 1,170 万円の減額、２項国庫補助金が 2,890

万円の減額、３項他会計出資金が 1,170 万円の減額、16 ページ、３款漁業集落排水施設資

本的収入では、１項企業債が 190 万円の減額、２項他会計出資金が 340 万円の減額、３項

負担金等が４万 5,000 円の増額、中ほどにあります４款個別排水処理施設資本的収入では、

１項企業債が 630 万円の減額、２項他会計出資金が 330 万円の減額、３項負担金等が 10

万 1,000 円の増額で、いずれも、建設改良事業確定に伴う企業債、国庫補助金、他会計出

資金及び受益者分担金の精査でございます。 

資本的収入は以上でございます。 

次に 17 ページに参りまして、資本的支出でございます。１款公共下水道事業資本的支

出では、１項建設改良費が 1,575 万 9,000 円の減額、中ほど、２款特定環境保全公共下水

道事業資本的支出では、１項建設改良費が 5,432 万 5,000 円の減額、18 ページ、３款漁業

集落排水施設事業資本的支出では、１項建設改良費が 543 万 4,000 円の減額、中ほど、４

款個別排水処理施設事業資本的支出では、１項建設改良費が 1,054 万 7,000 円の減額で、

いずれも、建設改良事業の環境管理費、処理場建設改良費、施設整備費における事業確定

による委託料、工事請負費の精査でございます。 

資本的支出は以上でございます。 

20 ページ以降は予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略させてい

ただきます。 

以上で、令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第４号の内容説明とさせていただ

きます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） 一点だけお伺いしたいんですが、１ページ目の個別排水処理施設

事業で処理件数が 230 件から７件増えて 237 件と、それで、年間総処理量が４万 4,000 立

方メートルから７件増えたことによって１万 5,000 立法メートルですか。 

これ、何か要因というのがあるんでしょうか。 

〇議長（小原 仁君） 水道課長。 

〇水道課長（桜井勝浩君） はい、ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

ええとですね、１ページ目、個別排水処理施設事業の年間総処理量でございますが、当

初計上しておりました４万 4,000 立方メートルのちょっと計上の方がちょっと誤りという

か、そういうような形がございまして、実際、現在のところで５万 9,000 立方メートルっ

ていうところが決算見込みという形でなってございまして、特別、どこかが増えたとかっ

ていう形ではなく、当初予算計上のちょっと算定誤りというような形でございました。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

〇６番（小林正浩君） ということはですね、年間総処理量の最初の４万 4,000 が間違っ

てたっていうことなんですが、これ、平成、ごめんなさい、令和５年度の年間総処理量と

いうのは、いくらですか。 

〇議長（小原 仁君） 水道課長。 
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〇水道課長（桜井勝浩君） ただいまの小林議員のご質問にお答えします。 

 令和５年度につきましてはですね、私の、今、手元に持ってるので８万 3,000、８万 5,000

立方メートルとなってございますが、ちょっと、こちら決算書の方を、ちょっと、今、持

ってきておりませんでしたので。 

〇６番（小林正浩君） あとで結構です。 

〇水道課長（桜井勝浩君） 申し訳ございません。 

〇議長（小原 仁君） 他にございませんか。 

３番清水議員。 

〇３番（清水顕志君） ３番清水です。 

１ページのですね、特定環境保全の公共下水事業ということで、この括弧４番の建設改

良事業、歌登下水処理終末処理場のですね機器更新、丸々5,200 万減額ということで、附

属資料を見ますと事業の延期というふうに載ってるんで、その辺のですね、ちょっと延期

になった理由とですね、また、これ、いつ、この工事をですねやられるのかということの

二点をお聞きしたいと思います。お願いします。 

〇議長（小原 仁君） 水道課長。 

〇水道課長（桜井勝浩君） ただいまの清水議員のご質問にお答えいたします。 

特定環境保全公共下水道事業の建設改良事業につきましては、ええとですね、こちらに

つきましては、国庫補助事業、社会資本整備総合交付金事業の方を活用して事業の方を行

っておりますが、今年度ですね、国庫補助金の方がですね、当初予定していた配当額より

かなり大幅に減額されたということがございまして、国費の振り分けにつきましては、同

じ公共下水道事業ということで、枝幸地区・歌登地区こちらの実施事業体の方でどちらの

方に振り分けてもいいというような形になってございますので、要望額が今回、６年度で

全額、当初要望した全額つきませんでしたので、よりですね付いた国費の方をフル活用す

るという形で、枝幸処理場の機器更新事業の方に全額振り向けたという形でなってござい

ます。 

その結果、歌登処理場の方が先送りかかってますので、こちらにつきましては、７年度

以降に事業の方、再度また要望の方をかけて実施していくというような計画になってござ

います。 

以上です。 

〇議長（小原 仁君） よろしいですか。 

〇３番（清水顕志君） わかりました。ありがとうございます。 

〇議長（小原 仁君） 他にございませんか。よろしいですね。これで質疑なしと認め、

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 19 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第 19 号 令和６年度枝幸町下水道事業会計補正予算については、原案

のとおり可決されました。 
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◎日程第９ 議案第２０号 

〇議長（小原 仁君） 日程第９ 議案第 20 号 令和６年度枝幸町国民健康保険病院事

業会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

病院事務局長。 

(病院事務局長神尾尚人君 登壇) 

〇病院事務局長（神尾尚人君） 議案書の 26 ページでございます。 

議案第 20 号 令和６年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算について。 

令和６年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算第２号は、別紙に定めるところに

よる。 

令和７年３月６日提出 枝幸町長。 

別冊の補正予算書１ページをお開き願います。 

総則第１条、令和６年度枝幸町国民健康保険病院事業会計の補正予算第２号は、次に定

めるところによる。収益的収入及び支出、第２条、令和６年度枝幸町国民健康保険病院事

業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

以降、説明は款のみとし、項以下の詳細につきましては、補正予算実施計画で説明させ

ていただきます。 

収入、第１款病院事業収益及び支出、第１款病院事業費用は、ともに既決予定額 18 億

8,971 万 4,000 円に対し、補正予定額 995 万 9,000 円を増額し、計 18 億 9,967 万 3,000 円

とするものでございます。 

資本的収入及び支出、第３条、予算第４条本文括弧書中、１億 2,633 万 3,000 円は、損

益勘定留保資金で補てんを、１億 2,629 万 1,000 円は、損益勘定留保資金で補てんに改め、

資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

収入、第１款病院資本的収入、既決予定額３億 9,288 万 1,000 円に対し、補正予定額 2,000

円を減額し、計３億 9,287 万 9,000 円とするものでございます。支出、第１款病院資本的

支出、既決予定額５億 1,921 万 4,000 円に対し、補正予定額４万 4,000 円を減額し、計５

億 1,917 万円とするものでございます。 

２ページに移りまして、議会の議決を経なければ流用することのできない経費、第４条、

予算第７条に定めた経費の金額を次のように改める。科目、第１号給与費、既決予定額 10

億、失礼しました、既決予定額 10 億 678 万 7,000 円に対し、補正予定額 601 万 4,000 円を

増額し、計 10 億 1,280 万 1,000 円とするものでございます。 

他会計からの補助金、第５条、予算第８条中、１億 9,684 万円を１億 9,577 万 3,000 円

に改めるものでございます。今回の補正予算は、入院などの収益、また、人件費経費など

の費用について、それぞれこれまでの実績と今後の見込みを含めた精査が主なものでござ

います。 

５ページをお開きください。補正予算実施計画の収益的収入及び支出でございます。 

以降、補正額をもってご説明申し上げます。はじめに収入でございます。 

１款病院事業収益は 995 万 9,000 円の増額でございます。 

１項医業収益では 1,878 万 7,000 円の増額で、内訳は１目入院収益が 861 万 2,000 円の

増、２目外来収益が 1,406 万 1,000 円の増で、これまでの実績と今後の患者動向を見込ん

だものでございます。３目その他医業収益が 222 万 4,000 円の減で、これもそれぞれ実績 
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を踏まえた見込みによる減額でございます。４目他会計負担金が 166 万 2,000 円の減。 

また、６ページに移りまして、上段の２項医業外収益は 956 万円の減額で、内訳は、２

目他会計負担金が 849 万 3,000 円の減、３目他会計補助金が 106 万 7,000 円の減ですが、

一般会計からの繰出金に係るこれまでの実績と今後の見込みを含めた精査であります。 

３項介護サービス事業収益は 73 万 2,000 円の増額で、内訳は、居宅介護サービス費収

益の増であります。 

７ページをお開きください。支出でございます。 

１款病院事業費用は 995 万 9,000 円の増額で、１項医業費用では 1,052 万 1,000 円の増

額です。内訳は、１目給与費は 606 万 2,000 円の増で、給料や手当等人件費の精査による

ものでございます。 

８ページです。３目経費が 172 万 1,000 円の減で、報償費から９ページの諸会費までで

すが、それぞれ、これまでの実績と今後の見込みを含めこれらも精査を行っております。 

同じく９ページ中段の、貸倒引当金繰入金で１万 5,000 円の増で、患者負担に係る診療

費等の支払請求権１件を３月末に不納欠損処分を行うためのものでございます。 

その下、５目資産減耗費、６目研究研修費も精査を行っております。 

10 ページです。２項医業外費用は 51 万 4,000 円の減額で、患者外給食材料費の減など

でございます。 

３項介護サービス事業費用は４万 8,000 円の減額で、報酬等の人件費の精査が主なもの

でございます。 

13 ページです。資本的収入及び支出でございます。はじめに資本的収入でございます。 

１款病院資本的収入は 2,000 円の減額。２項繰入金では２万 2,000 円の減で、一般会計

繰入金の減。４項固定資産売却代金２万円は車両の売却分でございます。 

14 ページに移りまして、資本的支出でございます 

１款病院資本的支出、２項建設改良費は４万 4,000 円の減額で、２目有形固定資産購入

費でございますが、当該医療機器の予算額と見積合せによる購入額との差額の精査による

ものでございます。 

16 ページ以降は予算説明書でございますが、説明は省略させていただきます。 

以上、病院事業会計補正予算書第２号の内容説明とさせていただきます。よろしくご審

議賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 20 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 20 号 令和６年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１０ 議案第２１号 ～ 日程第１８ 議案第２９号 

〇議長（小原 仁君） 日程第 10  議案第 21 号 令和７年度枝幸町一般会計予算につい

てから、日程第 18 議案第 29 号 令和７年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算につ

いての各会計当初予算９件を一括議題としたいと思います。 

一括議題とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 21 号から議案第 29 号までの各会計当初予算９件を一括議題とする

ことに決定いたしました。 

お諮りいたします。ただいまの議案第 21 号令和７年度枝幸町一般会計予算についてか

ら議案第 29 号令和７年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算についての各会計予算当

初予算９件は、議会運営委員会で協議された結果により、議長を除く 10 名の委員で構成す

る予算審査特別委員会を設置し、これに付託して、本定例会の会期内で審査することにし

たいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、本件については、10 名の委員で構成する予算審査特別委員会を設置し、こ

れに付託して、本定例会の会期内で審査することに決定いたしました。 

次に、ただいま設置いたしました予算審査特別委員会の委員の選任についてお諮りいた

します。 

予算審査特別委員会の委員の選任については、議長を除いた議員全員でありますので、

委員の指名は省略いたします。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、予算審査特別委員会の委員は、議長を除いた議員全員を選任することに決

定いたしました。 

続いて、予算審査特別委員会の正副委員長についてお諮りいたします。 

議会運営委員会の協議結果を踏まえ、議長より指名したいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

それでは指名いたします。予算審査特別委員会委員長に７番石川 勝議員、副委員長に

６番小林正浩議員の両名を指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、予算審査特別委員会の委員長は石川議員、副委員長には小林議員に決定い

たしました。 

ここで、着席のまま暫時休憩といたします。 

休憩 午前１１時５２分 
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再開 午前１１時５６分 

〇議長（小原 仁君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

ただいま配付いたしましたとおり、予算審査特別委員会委員長より、予算審査特別委員

会は本日の午後１時から開催する旨の申し出がありましたので、よろしくお願いをしたい

と思います。 

お諮りいたします。予算審査特別委員会開催のため、その期間、本会議を休会したいと

思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

〇議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、予算審査特別委員会開催の期間中、本会議を休会することに決定いたしま

した。予算審査特別委員会についても EOS 放送を行いますので、ご承知おきください。 

なお、予算審査特別委員会が終了次第、本会議を再開いたします。 

〇議長（小原 仁君） それではちょっと早いようですが、はい、水道課長。 

〇水道課長（桜井勝浩君） 下水道事業会計の補正予算につきまして、小林議員から質問

のあった件についてお答えします。 

個別排水処理施設事業の１日総処理量、令和５年度につきましては４万 7,474 立方メー

トルという形になってございます。 

ちょっと、決算見込みとしては、今回５万 9,000 ということで多い形で見込んでおりま

すが、実際のところ、決算値の方では、もう少し下がっていく形になるかとは思います。 

以上です。 

〇６番（小林正浩君） はい、わかりました。 

〇議長（小原 仁君） 質問よろしいですか。 

はい、それでは、残りました質問も終わったようでございますので、これより、ちょっ

と２、３分早いんですが、昼食のため休憩としたいと思います。 

なお、先ほど申し上げましたように、予算審査特別委員会は、１時より開催いたします

ので、よろしくお願いいたします。 

 

◎休会宣言 

〇議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本会議を休会いたします。 

 

（休会 午前１１時５７分） 

 


